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Ⅰ. 与条件の確認
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Ⅰ．設計与条件の確認

 基本理念 ・災害時の指定避難所として万全の対応を可能とするべく、安全性を確保し、防災機能

 ”子どもから高齢者まで、あらゆる世代の人々が集い、交流し、学び、絆を紡ぐひろば” 　の充実を図ります。

※「（仮称）蕨市立西公民館等複合施設基本計画」より ・将来の社会ニーズの変化、多様化へ対応可能な、柔軟性、融通性及び可変性に優れ

　た施設とします。

　 新たに整備する複合施設は、現在の蕨市立西公民館及び老人福祉センター松原会館 ・建設費、ライフサイクルコストを勘案し、経済性を追求します。

 が担っている機能を引き継ぎ、集約します。

 ア　地域の方々の生涯学習を推し進める場

 イ　地域住民の交流の場 　〈　２　〉　　基本条件

 ウ　世代を超えて繋がれる場

 エ　相談の場 （1） 事業名称 （仮称）蕨市立西公民館等複合施設建設工事

 オ　地域の人づくり、活動の場

 カ　図書館錦町分館機能の充実 （2） 敷地の場所 錦町土地区画整理事業　仮換地180-1街区1画地、2画地、9画地

 キ　情報発信の拠点 （現住居表示：蕨市錦町5丁目12-14他）

  施設設備の方針 （3） 敷地の条件

 　 現在、設備目的の異なる施設が隣接する敷地に別々に建てられていますが、複合施設と a. 敷地面積 1,007.46㎡（暗渠部分含む）

 　して一体化することによる相乗効果を最大限に活かし、これまでになかった活気が生まれる b. 用途地域 第１種居住地域、第１種中高層住居専用地域

　 ことを目指します。 c. 防火地域 準防火地域

  　集約化、複合化する主たる施設である公民館と老人福祉センターには、その基本に「集う」

  「学ぶ」「結ぶ」という役割があり、利用者層の異なっていた二つの施設を集約することで、新 （4） 施設の条件

  たな交流が生まれ、交流によって人と人との繋がりが生まれ、更なる展開が始まることも ① 建物名称 （仮称）蕨市立西公民館

  期待されます。 　　用　途 公民館（建築基準法上用途　図書館その他これに類するもの）

  　集約化、複合化によって生じる相乗効果も相まって、本施設において地域の方々の活力が

  如何なく発揮され、錦町のコミュニティが更に充実するよう、施設（ハード面）の能力の在り方 　　a. 施設の延べ面積（計画面積） 1,500㎡程度

  を検討し、方針を示します。 　　b. 主要構造・階数 RC造　3階

※「（仮称）蕨市立西公民館等複合施設基本計画」より 　　c. 耐震安全性

1） 構造体 Ⅱ類

2） 建築非構造部材 Ａ類

　〈　１　〉　　基本方針 3） 建築設備 乙類

　　（官庁施設の総合耐震・対津波計画基準）

基本設計における方針

　本施設は、現在の西公民館、図書館錦町分館、錦町連絡室及び老人福祉センター松原会館 （5） 事業目標

の機能を引き継ぎ集約するものであり、複合施設とすることにより各施設の機能の相互連携を a.　異なる施設、複数の行政機能の有機的な一体化

図るとともに、一体化することにより得られる相乗効果を最大限に発揮する複合施設として計画 b.　脱炭素社会の実現に資する施設づくり

します。 c.　災害時における避難施設としての活用

　新たな施設は、複数の施設機能の効率的な運営を可能とし、地域の活力を育み、如何なく発 d.　旧中山道に面する敷地における錦町地区の街並みに溶け込む佇まい

揮できる「都市の公共広場」の役割を担うとともに、地域の方々に愛され親しまれ続ける錦町コ

ミュニティの核となる施設を目指します。 （6） 重点整備項目

事業目標別に、重点整備項目を示します。

・あらゆる世代の人々が気軽に集え、人と人との出会いと交流が生まれ、関係と絆を醸成する a.　異なる施設、複数の行政機能の有機的な一体化

　「場」とします。 　・ユニバーサルデザインを採用します。

・生涯を通して続ける学び、探求の「場」とします。 　・将来、社会からの施設機能への要求変化に対応し得る施設のフレキシビリティを確保します。

・ユニバーサルデザイン、省エネ設計を推し進め、利用者の利便性や快適性、環境性能の向上 　・誰もが分かり易い内外の動線計画、内外部施設構成要素の配置、サイン計画とします。

　を追求します。
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　・多機能を一体整備することによって生じる有益性、相乗効果を活かし、利用者の利便性が向 （1） 階数：　　　　　　３階程度

　　上する効率的な建築計画とします。 （2） 計画延床面積：1,500㎡程度

　・利用者の世代間交流が生まれる使い易く親しみ易い共有スペースを設置します。 （3） 想定施設職員：職員　3人、相談員　1人

　・様々な使い方に対応できるフレキシブルな空間とします。 （4） 利用団体：　　　西公民館利用団体　65団体（令和6年6月24日時点）

　・効率的な空間利用を図ることで、延べ床面積の縮減を図ります。 　　　　　　　　　　 老人福祉センター松原会館利用団体　23団体（令和6年6月24日時点）

b.　脱炭素社会の実現に資する施設づくり （5） 必要諸室等

　・脱炭素社会に向けて、省エネ、再生可能エネルギー活用、創エネ、環境配慮、環境負荷低減等 共用部分

　　に取り組み、建物の消費エネルギーを削減します。 　風除室、エントランスホール、コミュニティラウンジ、展示スペース、エレベーター、廊下

　・維持保全（メンテナンス、修繕、改修、更新、ランニングコスト）を容易に行えるようにすると 公民館機能

　　ともに維持保全に係る経費の抑制を図ります。 　事務室（錦町連絡室、錦町図書館分館、老人福祉センター共用）、男女別更衣室・休憩室・

　・70年間の使用を前提とする精緻なライフサイクル設計に基づき、ライフサイクルコストの縮減 　給湯室、印刷スペース、集会室、和室・収納スペース、団体連絡室、調理実習室、会議室

　　を図ります。 　兼研修室1、会議室兼研修室2、工作室、倉庫、防災備蓄倉庫

図書館錦町分館

c.　災害時における避難施設としての活用 老人福祉センター機能

　・災害時、地域防災拠点として機能するための建築性能を備えます。 　多目的室、集会室、和室

　・災害時、隣接の蕨市立西小学校が避難所となるが、一時的な補完施設として使用する際、可 　集会室、和室については公民館機能として設置される居室と共用化を行う。

　　変的に対応し得る自由度の高い居室、居室配置、供用スペース等として整備します。 その他

　・給水補給、救援物資搬入分配、受援体制への対応スペースの確保等、災害時の施設使用の 　あらゆる市民の生涯学習の拠点として、活動や交流の拠点として、また、憩いの場所として

　　利便性を確保します。 　上記の必要諸室の他に設置すべきスペース。

d.　旧中山道に面する敷地における錦町地区の街並みに溶け込む佇まい 外構要求施設等

　・周辺住環境へ配慮した駐輪場、駐車スペース及び建物配置とします。 　車寄せ等、駐輪場、駐車場、緑地、雨水排水抑制施設、交通安全施設、照明灯

　・中山道及び来館者の歩行、車両通行について、万全の安全対策を講じます。

　・中山道に面する公民館として、蕨らしさを発するシンボリックな存在感を示します。

　・蕨市、錦町、中山道の歴史、特色を反映しつつ、錦町の街並みに溶け込む外観、外構とします。

　〈　３　〉　　設計条件

　　現在の西公民館（錦町図書館分館及び錦町連絡室を含む）及び老人福祉センター松原会館

　の機能を踏襲するとともに、複合施設として社会から求められる建物機能を満足するばかりで

　なく、将来、建物が求められる要求の変化にも柔軟に対応できるような自由度をもつ、使い勝

　手、利便性に優れ、かつ環境に配慮している施設を計画する。

　　従来の施設が担ってきた機能を一体化した複合施設として集約することで。延べ床面積の縮

　減、共同利用等による施設運営の効率化、維持保全費用、ライフサイクルコストの抑制を図るも

　のとする。

　　公民館ろ老人福祉センターは設置目的に親和性があり、老若男女が集まる生涯学習の場とし

　て知の基盤とされる図書館機能の充実は不可欠なことから、相互作用の相乗効果により更なる

　施設利用の効率化と活性化を図る。

※「（仮称）蕨市立西公民館等複合施設建設工事設計委託

　別紙3 「施設計画の条件等」」より
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　〈　４　〉　　計画地概要

１）　位置図 2)敷地概要

　計画概要 　蕨市錦町五丁目１２番１４号等

　敷地面積 1,007.46㎡（暗渠部分含む）

　道　路 　北東側 ：県道79号線朝霞蕨線（旧中山道　　計画幅員9.0m 現況幅員8.5m）

　北西側 ：県道79号線朝霞蕨線（都市計画道路蕨春日通り線　計画幅員12.0m 現況幅員8.53m）

　南西側 ：区画街路10号線（市道14-48号線　計画幅員8.5m 現況幅員4.5ｍ）

　用途地域 　第１種居住地域、第１種中高層住居専用地域

　道路斜線制限 　後退距離×1.25

　隣地斜線制限 　20ｍ＋後退距離×1.25

　容積率 200%

　建ぺい率 60%

　高度地区 　なし

　防火地域 　準防火地域

　日影制限 　4.0ｈ - 2.5ｈ　ＧＬ+ 4.0ｍ

　その他 　錦町土地区画整理事業区域、錦町地区地区計画区域

・錦町地区地区計画　地区設備計画の概要

・建築物に関す事項

　第一種中高層住居専用地域 　第一種住居地域

　壁面の位置の制限 　建築物の外壁又はこれに代わる柱（自動車等の車庫の柱を除く）の面か

　ら道路境界線までの距離は、都市計画道路、地区内の12ｍ道路、歩行者

　専用道路、歩行者系ネットワーク道路、商業街区ショッピングモールに面す

　るものについては1.0ｍ以上、その他の道路に面するものについては、0.5ｍ

　以上離すものとする。ただし、100㎡未満の敷地に建築する場合はこの限り

　でない。

　建築物の高さの最高限度 　12m 　15ｍ

　かき又はさくの構造の制限 　道路に関するかき又はさくの構造は、次の各号に掲げるものとする。

　１）生け垣

　2）Ｌ型側溝の高さを基準とし、高さ60cm以下のコンクリートブロック、レンガ、

　　 石積等の基礎部分の上に植栽を組み合わせたもの

　3）Ｌ型側溝の高さを基準とし、高さ60cm以下のコンクリートブロック、レンガ、

　　 石積等の基礎部分の上に透視可能なフェンスを施したもので、高さが1.8m

 　　以下のもの。

　備  考 　錦町地区地区計画届出の手引き

カトウ建築事務所株式会社 （仮称）蕨市立西公民館等複合施設建設工事 Ⅰ．設計与条件の確認 5

計画地：蕨市錦町五丁目１２番１４号等



3）　都市計画規制図（抜粋）
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計画地



4）　区画整理図
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5）　敷地求積図・高低測量図
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6）　計画地写真
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7）　インフラ状況

①道路台帳図
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計画地 計画地



7）　インフラ状況

②水道台帳図・ガス本管台帳図

ガス本管台帳図
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計画地 計画地



7）　インフラ状況

③下水道台帳図

※下水道課協議

　現在敷地付近に下水道管は整備されていないが、令和７年度中に計画地南西道路へ下水道工事完了予定のため、新設される配管へ接続を行う。

　詳細な配管ルート、管径は今後決定予定。
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8）　ハザードマップ

蕨市地震ハザードマップ
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計画地 東京湾北部地震震度予想 震度6弱

計画地 液状化危険度 低い～やや高い 計画地 火災危険度 延焼しやすい



9）　地域の危険度マップ
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計画地 被害を受ける建物の割合 5％≦全半壊率＜10％



　〈　５　〉　　法的規制条件
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　〈　５　〉　　法的規制条件
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　〈　５　〉　　法的規制条件
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Ⅱ. 建築計画
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Ⅱ．建築計画

　〈　１　〉　　現施設（西公民館・老人福祉センター松原会館）の現状

（1） 現施設の現状 （2） 現蕨市立西公民館の写真

蕨市立西公民館（昭和53年4月開設）

　　所在地 蕨市錦町３丁目３番４１号

　　敷地面積 1,804.85㎡

　　延床面積 1,069.29㎡

　　構造 鉄筋コンクリート造２階建て

　　主要諸室一覧

居室等 定員（人） 面積（㎡） 　備考 コミュニティラウンジ 図書館錦町分館

コミュニティラウンジ - 143.3

集会室 120 230 　可動式舞台設置

和室 60 64

団体連絡室 15 32

調理実習室 76 　調理台５台

工作室 10 24

児童室 30 95

集会室倉庫 ー 23.37 　公民館及びｻｰｸﾙ備品等の収納

待合スペース ー （ﾗｳﾝｼﾞ内） 　錦町連絡室 集会室 調理実習室

図書室 ー 37 　図書館錦町分館

読書室 ー （ﾗｳﾝｼﾞ内） 　図書館錦町分館

老人福祉センター松原会館（昭和45年9月）

　　所在地 蕨市錦町３丁目３番２１号

　　敷地面積 2,337.55㎡ 和室 団体連絡室

　　延床面積 578.78㎡

　　構造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造１階建て （3） 現施設の課題

　　主要諸室一覧

居室等 定員（人）面積（㎡）　備考 　両施設ともに建築時からかなりの年月を経過し、老朽化が顕著となってきました。

多目的室 64 152.35 　舞台設置 　適正に維持保全が進められていることがうかがわれますが、ユニバーサルデザインや環境性能を含め、

集会室１ 34 69.84 現在の建物が社会的に求められる機能・性能に対し、十分に答えることが難しくなっています。

集会室２ 13 28.29 　和室 　また、各施設において、利用を希望される場所や設備機能が一部集中する、利用時間帯に偏りがある等

梅の間１ 9 19.4 　和室 の施設利用に係る不均衡が生じていますが、施設のフレキシビリティが限られているため、今後、更に利用

梅の間２ 6 13.6 者のニーズの変化に柔軟に応えることが難しくなっていくものと想定されます。

ボランティア室 15 30.82 　更に、指定避難所として運営するにあたり、居住性能等において十分な対応を図れない恐れがあります。

　既存の施設をまとめ、一体とした複合施設とすることにより、現在の社会的ニーズに十分お応えするととも

に、各施設の相互連携、相互利用を深めることが可能となり、より効果的な施設運営、施設機能の活用を図

ることが見込めます。
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　〈　２　〉　　設計方針 　〈　３　〉　　諸室設計条件

　本施設は、現行の西公民館、図書館錦町分館、老人福祉センター松原会館の機能を継承し、生涯学習と （１）共用部（エントランスホール・コミュニティラウンジ・エレベーター・階段）

地域交流の拠点として計画されます。 　　エントランスホール、コミュニティラウンジは明るく開放的な空間として、地域住民が気軽に立ち寄れる

　多世代が集い、学び、交流できる環境を整備し、サークル活動や文化活動を通じて地域の活性化を促進 　雰囲気にするとともに、生涯学習施設として全世代の市民交流も行えるスペースとします。

する施設とするため、次の項目を施設建設の基本方針とします。 　　施設利用者の作品等の発表、団体の活動を表明する場として、エントランスホール、コミュニティラウン

　ジ内にはピクチャーレール、掲示板の設置スペースを設け、エレベーター、階段は建物中央へ配置し、各

　居室へのアクセス性を高めると共に明快な動線計画とします。

　

　・西公民館、図書館錦町分館、老人福祉センター松原会館の機能を統合し、多様な活動に対応が （２）トイレ

　　可能な施設とします。 　　使い勝手に配慮し、各階毎に必要個数を配置。抗菌処理、清掃等のメンテナンスが簡易な設備を

　・町内イベントの開催、隣接する西小学校が避難所となっており、その補助機能としても対応可能な施設とします。 　導入します。また、バリアフリートイレを設置し、さまざまな利用者が使いやすいトイレ整備を行います。

　・乾式間仕切り、移動間仕切りの採用により、フレキシブルな空間構成とし、将来的なニーズ変化に対応しやすい 　

　設計とします。 （３）事務室

　公民館の窓口、管理業務と共に図書館錦町分館の貸し出し業務、錦町連絡室の業務窓口を兼ねます。

（４）集会室

　・省エネ設備や再生可能エネルギー（太陽光発電パネル等）を活用し、脱炭素社会に貢献 　　現状の集会室と同等のスペースの確保、可動ステージを設ける等、町内会等の大人数での集会を

　　する施設とします。 　可能とし、小規模体育室として軽運動（ダンス、卓球等）を可能とするスペースを兼ねます。

　・自然換気、日射抑制を考慮した設計により、年間を通じて快適な室内環境を確保します。 　集会室に隣接する倉庫は、演者等の待機スペースとしての利用、卓球台、楽器等の大型機材の

　・長寿命化を図る設計手法を採用し、ライフサイクルコストの縮減を目指します。 　収納のためのスペースを確保します。

（５）調理実習室

　　調理実習等を行う室とします。また、ボランティア配食サービス実施時、集会等の開催時、災害発生時

　・施設内は段差のない設計を基本とし、高齢者や子どもが利用しやすい施設とします。 　等には通常の調理場として使用するため、エレベーター、階段に近接させた位置に配置します。

　・ピクトグラム等を活用した、視認しやすく分かりやすい案内サインを設置します。

　・コミュニティラウンジに親子で利用できるスペースを設け家族で過ごしやすい環境を整えます。 （６）会議室・団体連絡室

　・バリアフリートイレを設置し、様々な利用者が使いやすいトイレ整備を行います。 　　少人数から大人数まで多様な会議を想定し、約40㎡から70㎡までの面積の異なる室を設けます。

　移動間仕切りにより２室を一体の室として使用できる等、フレキシブルな利用を可能とします。

（７）和室

　・コミュニティラウンジを建物の核とし、自由な交流を促進する場を形成します。 　舞踏の稽古等の活動に使用すると共に、通常時は会議室利用も可能な仕上を採用します。

　・開放的な建物とし、誰もが気軽に立ち寄れる場とします。

　・多世代が自然に交わる事ができる施設及び、家具配置とします。 （８）防音室

　・蕨市、錦町、中山道の歴史、特色を反映しつつ、錦町の街並みに溶け込む外観、外構とします。 　カラオケ、バンド演奏、ピアノ演奏等の活動が可能な様、防音性能を確保した室を設けます。

（８）図書館錦町分館

　　図書コーナー（5000冊程度収蔵）にコミュニティラウンジを隣接させる事で、相互利用を促進します。

　また、静かな空間で学習に徹することができる読書・自習スペースを設けます。

（９）多目的室

　　老人福祉センター松原会館の機能を継承する室とし、各趣味講座、健康の増進、レクリエーション等の

　活動が可能な室とします。
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４ 地域のコミュニティ拠点となる公民館

１ 複合機能の統合とフレキシブルな空間構成

３ 多世代が利用しやすいバリアフリー設計

２ 脱炭素社会の実現に資する公民館
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